
平成18年度大学人学者選抜大学入試センター試験

受験上の注意

（試験時間を延長する代筆による受験者用）

1試験実施期日等

（1）試験時間割

日 程 出 題 教 科 ・ 科 目 受験者入室 試験開始 試験終了

平成 18 年

1 月 2 1 日 （土）

公 民 妻 「現代社会」 「倫理 」 「政治 ．経済」

至
9：10 まで 9：30 10：50

地理歴史

「世界史 A 」 「世界史 B 」

「日本史 A 」 「日本史 B 」

‡ 「地理 A J 「地理 B 」

1 1：10 まで 11：20 12：40

国 語 『国語』 13：30 まで 13：40 15：25

外国語

t 【筆記】

『英語』 『ドイツ語』 『フランス語』

『中国語』 『韓国語』

15：45 まで 15：55 17：40

【リスニング】

き 『英語』

18：00 まで 18：10 ＊ 19：20

平成 18 年

1 月 22 日 （日）

理科①
「理科総合 B 」 「生物 I 」

「総合理科 」 「生物 I A 」
9：10 まで 9：30 10：50

数学① 「数学 I 」 『数学 Ⅰ・数学 A 』

書

11：10 まで 11：20 12 ：50

i r数学 Ⅱ」 『数学 Ⅱ ・数学 B 』

数学② き 「工業数鮎 礎」 『簿記 ・会計』

『情報関係基礎』

13：40 まで 13：50 15：20

t

理科②
「理科総合 A 」 「化学 I 」

「化学 IA 」
15：40 まで 15：50 17：10

理科③
「物理 I 」 「地学 I 」 「物理 I A 」

「地学 I A 」
1 7：30 まで 17：40 19：00



（2）平成18年度大学入試センター試験では，新教育課程履修者は旧教育課程により出題する科

目や問題を選択解答できないので，試験当日，科目選択ミスや問題選択ミスをしないよう，

あらかじめ受験案内の39～46ページ「2試験問題冊子及び解答用紙」をよく読んでおいて

ください。各受験者が，新教育課程履修者又は旧教育課程履修者のどちらに当てはまるのか

は，受験票に表記しています。

（3）受験者入室後，試験開始までの間に受験上の説明，問題冊子・解答用紙の配付等が行われ

ます。

（4）試験時間は．一般受験者の1．3倍です。ただし，数学①．数学②の試験時間は一般受験者

の1．5倍です。

（5）リスニングテストは，外国語『英語』の一領域として実施します。外国語において『英語』

を選択する受験者は，筆記試験とリスニングテストの双方を受験してください。

なお，『英語』以外の外国語の筆記試験を受験した場合，リスニングテストを受験するこ

とはできないので注意してください。．

①リスニングテストでは，試験時間70分の中で，音声確認が行われた後，約40分間で音

声問題を解答します。

②リスニングテストでは，遅刻限度の取扱いが他の試験時間と異なり，試験開始時刻

（18：10＊）までに入室していない場合は受験することはできないので，十分注意してく

ださい。

③筆記試験とリスニングテストの間には，トイレへ行くための時間を設けていますので，

必ずトイレを済ませておいてください。

2受験教科・科目

身体障害者等受験特別措置決定通知書（以下「受験特別措置決定通知書」という。）の受験科目

欄に記載した教科・科目を受験してください。

3試験前日までの注意事項

（1）受験票及び写真票の写真欄には，同一の写真（写真の裏には，氏名を書いてください。）をし

っかりとはり付けておいてください。

写真は，縦4cm・横3cmの大きさで試験日前3か月以内に撮影した上半身無帽のものとし，

白黒・カラーは問いません。

なお，試験時間中に眼鏡をかける者は．必ず眼鎮をかけて撮影してください。

（2）受験票及び写真票の自署欄に，あらかじめ受験者の父母等が受験者の氏名を黒又は青のボ

ールペンで記入しておいてください。．

（3）受験特別措置決定通知書到着後，速やかに，受験票に記載されている「問い合わせ大学」

に連絡の上当該大学へ行き．代筆解答の実施手順等について説明を受けてください。



4試験当日の注意事項

（1）受験票，写真票及び受験特別措置決定通知書は，必ず持参してください。

（成溝請求票，成績開示変更届は，受験票，写真票とあらかじめ切り離して，大切に保管して

おいてください。）

（2）受験者は，各自が受験する教科・科目の「受験者入室」時刻までに，指定された試験場の

試験室に到着してください。指定された試験場以外では，いかなる理由があっても受験はで

きません。

（3）試験室及び付添者の控室の位置等は，試験場で指示しますので，早めに試験場に到着し，
係員の指示を受け，受験者控室（付添者控室）に入室してください。

（4）受験特別措置決定通知書で，「付添者の同伴」を許可された受験者は，付添者を同伴するこ

とができます。付添者の同伴は試験室の入口までとし，試験時間中は，控室に待機してくだ

さい。

なお，付添者は，すべて係員の指示に従ってください。

（5）受験しない教科・科目の試験時間中は，試験室には入室できません。

（6）試験当日，受験票，写真票を紛失し，又は持参し忘れた場合には，早めに試験場本部に行

き，仮受験票，仮写真票の交付を受けてください。（試験場本部の場所は，試験場の入口に

掲示してあります。）

（7）試験開始時刻iキ遅刻した場合は，試験開始時刻後20分以内の遅刻に限り．受験を認めます。

ただし，リスニングテストは，試験開始時刻（18：10）までに入室していない場合は，受

験することができません。

遅刻の理由が事故等で，追試験の受験を希望する場合は，係員に申し出てください。

なお，試験当日，交通機関の事故又は災害等が発生した場合は，試験時間を繰り下げることも

あります。

（8）受験票に「上履き持参」と表示してある場合は，「上履き」とr下履きを入れる袋」を持

参してください。

（9）昼食は，各自で用意してください。

5代筆解答による試験実施方法

代筆解答による試験は，受験者が解答番号（記号）と，それに対する選択肢の数字，英字又は符

号を口頭で解答，あるいは，口頭ではなく機器を用いて解答し，代筆者が受験者に代わって解答用

紙（マークシート）に記入する解答方法により行います。

解答については，機器で解答する方法，口頭で解答する方法又は併用でもいずれでもかまいませ

ん。

●
パソコン等は，英字，数字，記号，カタカナの範囲であれば画面上でメモに使用してかまいませ

ん。ただし，変換機能，計算機能等の使用は認められません。．


